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たちを含むフロアからは数多くの質問やコメントが寄せられ、本事業の主要な柱のひとつである、若手研究者の育成と国際的交流におおいに資する会となった。英語での報告と質疑・応答は、日本人研究者の苦手とするところだが、上述三名の発表者たちがそれを上手 クリアしていた点が印象的であった。総じて、午前中の打合 会議と午後の研究発表会を通して、来 国際セミナーに向けた良いスタートが切れ ように感じた。なお、来年度の国際セミナーは一二月初旬開催予定である。最終年度に相応しい実り多い会議となるよう、スタッフ一丸となって取り組ん ゆき い
最後に、会議当日、東京は小雪がちらつ
く底冷えのする天気であった。そうしたなか、遠路はるばるご参加下さったＮＹＵＡＤ
と
ＡＥＩ
の皆さまに厚く御礼申し上げ
 
たい。
大隈像前で記念撮影
